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派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2017/4/1～4/30) 

                                               

１．勉学の状況 

 今月履修していた授業は、先月に引き続き How to recognize gray panther? と practical 

training(障害者のためのデイケアセンターでの実習)です。グレイパンサーは先週の授業

でグループごとにまとめのプレゼンをし、終わりを迎えました。あとはレポートを提出す

るのみです。 

 まずは実習についてです。今月の実習先は障害者のためのデイケアセンターでした。こ

こは私の住んでいるセイナヨキの中心から 10km ほど離れていて毎日片道 45 分かけて自転

車で通っていました。おかげでふくらはぎに筋肉が付きました。中心地から離れた森の中

にあるのは、昔市が障害者を隔離していたからです。今は市がそれを変えようと動いてお

り、施設の場所を移す話があるそうです。私がメインでお世話になっていたのはデイケア

センターですが、それ以外にも特別支援学校、障害者のための居住施設、利用者の状態に

合わせた食事を提供しているレストランがあり、そちらにも見学に行かせてもらいました。 

 私自身日本で障害のある方と関わった経験がなく、予備知識が全くない状態で実習を始

めました。はじめの三週間は関わり方やどのような心構えをするべきなのか、利用者さん

の心情が良く読み取れずもやもやすることも多くありました。しかし、この三週間の間に

担当職員さんと私が考えていることを共有してフィードバックをもらい、家でひたすらイ

ンターネット上の記事や障害の当事者やその家族のブログをひたすら読み、youtube でドキ

ュメンタリーを見て、知識を増やしていくうちにそのような悩みは少なくなり、ほっとし

ました。本当は教科書などで勉強できるのが理想なのですが、出国前には実習先が決まっ

ておらずどんな分野を学習するかわかっていなかったので準備できませんでした。出国前

にこちらのコーディネーターの先生に授業の内容を教えてほしい、と頼んだのですが返信

をいただけませんでした。幼稚園実習中も幼稚園に行くと分かっていたら、日本からもっ

と日本のおもちゃ持ってこられたのに、と思っていました。やはり事前の情報を準備は大

切なことだと思います。 

 また実習中に様々なことに挑戦させてもらいました。日本文化のプレゼン、カラオケ大

会の審査員、ピアノ演奏などです。それぞれの活動で得た学びは大きかったのですが、こ

こでは、ピアノの演奏をさせてもらったことについて書きます。朝のミーティングの時間

に三曲、午後の活動の時間に五曲、利用者さんの前で弾かせてもらいました。演奏後実習

担当の職員さんに、あなたが演奏しているときみんな穏やかな表情をしていたよ、それに

演奏中とても静かだったでしょう、という言葉をもらいました。実際私も弾いているとき

とても静かで、私の横にいた女の子が静かに歌うような優しい声を出していたことに気づ

きました。私が実習している期間中にこんなにもみんなが落ち着いて静かな空間になった
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のは、この時だけでした。本当に嬉しかったです。自慢みたいになってしまいましたが、

私が言いたいことは自分の演奏が素敵だったということではなく（残念ながら私のピアノ

は本当にうまくありません。）、音楽が持つ力、影響について気づいたということです。教

室で活動するときにいつも youtube から音楽を流していたことにも納得できました。世の

中には音楽療法というものもあるみたいです。調べてみたいと思います。 

 他の場所での実習は日本とフィンランドの相違点を中心に考えることが多かったのです

が、今回は障害に関する知識と経験がなかったためそのような考え方はできませんでした。

ゼロからの学習になり、この一か月は実習のことを考えている時間が今までの実習と比較

して圧倒的に多かったです。勉強面においてとても濃い時間を過ごすことができたことに

満足しています。このような経験ができたので、こちらでの専攻をあえて nursing ではな

く social work に決めて良かったと思います。視野が広がりました。将来につながると思

えるような経験をさせてもらっていることに感謝します。 

  

 

 

２．生活の状況 

 今月は台湾からの留学生の友人と二人でイースター休暇を使い、ヘルシンキとタリン（エ

ストニア）に旅行に行きました。ちょっと最近ヨーロッパの景色に慣れてきているせいか

町並みを見るだけで感動することはなくなりましたが、ヘルシンキで泊まった airbnb のホ

スト先がピンク色のかわいいおうちでわくわくしました。タリンへはヘルシンキからでて

いるフェリーで向かいました。とてもフェリーが安くて片道 2000 円ちょっとです。気軽に

行けた海外旅行でした。しかし旅といえばハプニングがつきものです。タリンに着いたの

が夜中の 1時でした。そこから歩いて airbnb のホストのおうちに向かいます。その日はと

ても寒く雪も降っていました。友人のスマホはすでに充電が亡くなっていました。私のス

マホのグーグルマップを頼りにおうちに向かったのですが、おうちまでもう少しというと

ころでスマホがあまりの寒さに息絶えました。グーグルマップによるとおうちはこのあた

りだけど、家らしいものが見当たらない。すでに夜中の 2 時。寒い。どうしようと思って

いたところで、タクシーからドライバーが出てきて、どうしたの？と声をかけてきてくれ

ました。状況を説明し現在地を確認したいのでスマホを貸してほしいとお願いしたのです

が、英語が分からないふりをして、タクシーで別のホテルに行こう、としか言いません。

私たちはその人が助けてくれず、稼ぐために私たちに話しかけていることが分かったので、

しっかりお断りしさよならをしました。その後、ホストからのメールに家の鍵が植木鉢の

下に隠してある、と書いてあったことをぼんやり思い出したので、植木鉢がたくさん置い

てある敷地に侵入し、ひたすら植木鉢を確認しまくりました。これがホストの家ではなく、

不法侵入だったらどうしよう、警察に捕まるかな？日本に連れ戻されるかな？と不安でい

っぱいでした。すると、奇跡的に鍵が見つかったのです。鍵が見つかったとなると次はド
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ア探しです。鍵が見つかった植木鉢の隣にあったドアに鍵を差し込んでみましたが、開き

ません。え、なんで、え、これなんの鍵なん？ってもう軽くパニックです。次にやけくそ

で別の区画にある建物のドアに鍵を入れてみました。なんと開いたのです。玄関には割れ

た鏡や奇妙な絵が置かれていて、まるでゲームの世界に入りこんだかというようなスリル。

その時すでに夜中の二時半で、逆にハイになってその状況を楽しんでいました。その後建

物の中を探索し、無事自分たちの部屋を見つけ、就寝することができました。この旅で学

んだことは、大切なことはメモしておこう、最後役に立つのはアナログということです。 

 今年はフィンランドでも異例の寒さのようで、四月の最終日まで雪が降っていました。

しかし、日はどんどん伸びて最近の日の入りは 23時ごろです。フィンランドらしい気候を

楽しんでいます。残り少ないフィンランドでの生活に焦りを感じ始めました。五月は当初

から目標にしていた研究活動ができそうです。頑張ります。もいもい！ 
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派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2017/5/1～ 6/1) 

                                               

１．勉学の状況 

 今月は研究活動と実習をしました。 

 はじめは研究活動について書きます。研究活動は、海外派遣留学プロジェクトワークで作成し

た研究計画書を使って実際に研究活動をさせてもらいました。私の研究テーマはざっくりいう

と、フィンランド人高齢者で自宅で一人暮らしされている方たちの心情や生活スタイルを

調べるというものです。今回は三人のフィンランド人高齢者のお宅にお邪魔してインタビ

ューさせてもらいました。高齢者は英語が話せない方が多く、私もフィンランド語が話せ

ないので友人に通訳をお願いしてインタビューを行いました。 

 フィンランド人のおうちにお邪魔するのは今回がほぼ初めてだったので、フィンランド

のおうちを見れたことも嬉しかったです。フィンランドのお家あるあるをいくつか紹介し

ます。セイナヨキの一軒家は平屋が多く大きなお庭がついています。フィンランド人はガ

ーデニングが好きな人が多く、どのお家もお庭を綺麗に保っています。またお家の中には、

多くの絵画が額縁に入れられて飾ってあることが多いです。日本では絵を買うことはあま

り一般的ではありませんが、フィンランドでは絵を買うことは一般的なことのようです。

有名人や偉大な功績を残した人でなくても、肖像画を描いてもらうことも珍しいことでは

ないようです。今回伺った全てのお家でご厚意でお菓子やごはんを御馳走になったのです

が、どのお家でもとてもおしゃれな紙ナプキンが用意されていました。 

 今はとりあえずインタビューが終わった状態で、録音させてもらったインタビューを文

字におこす作業をしています。それ以降の研究は帰国後になると思います。このような研

究活動をするのは初めての経験でとてもやりがいを感じます。完成させるのが楽しみです。 

 次に実習について書きます。今月は研究活動をする関係で実習は一週間だけでした。し

かし実際にインタビューをしていたのは一週間だけだったので、もっと実習できるはずで

した。次の実習先早く探してください、と先生に何度もメールしたのですが全然返信がな

くて結果として一週間しか実習ができなかったので少し怒っています。 

 今月の実習先は、高齢者のグループホームでした。そちらでは social cultural worker

さんについて実習させてもらいました。Social cultural worker さんの仕事内容は、グル

ープホームのグループアクティビティの企画と提供、グループアクティビティに出てこら

れない利用者さんの部屋を訪ね、お話ししたりニーズに合わせて個別のアクティビティを

作り実践することです。今回実習させてもらったグループホームはとても規模が大きく、

フィンランドでも先進的は取り組みをいくつも行っています。フィンランドでも、Social 

cultural worker さんがいる高齢者施設は珍しく、一般的な高齢者施設では看護師さんやラ
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ヒホイタヤさんが通常の業務に加えてアクティビティの運営も行っています。しかし

Social cultural worker さんという専門職を配置することで質の高いアクティビティが提

供でき、利用者さんの QOL 向上に繋がります。また看護師さんやラヒホイタヤさんが専門

の業務に集中しやすくなります。 

 セイナヨキでの学習は六月二日を持って終了しました。１セメスターの留学を経て思う

ことは、１セメスターという期間はフィンランドの福祉を知るには短すぎるということで

す。勉強を進めていくなかで新たに興味が沸くことなども多く、まだここで勉強を続けた

いという気持ちがあります。フィンランドに留学して良かったことは、自分の勉強におけ

る興味が広がったことです。フィンランドでの学習で得たことを日本に戻って、何らかの

形でアウトプットできればいいなと考えています。 

 

  

２．生活の状況 

 今月は実習が一週間しかなかったこと、研究活動をしていても今までの月より自由時間

が多かったことから、学業以外の面でとても充実していました。 

 まずは友人とロシアのサンクトペテルブルグに旅行にいきました。サンクトペテルブル

グは建物すべてが大きくて見ごたえがありました。リムジンに乗ってパーティーしながら

夜の観光に出かけたり、現地の高校生との素敵な出会いがあったり、全てが最高でした。

今まで行った海外旅行で一番好きです。 

 五月は私の誕生日があり、いつもよく一緒に遊んでいるメンバーに誕生日をお祝いして

もらいました。日付が変わった瞬間に部屋にケーキと寄せ書きを持ってサプライズに来て

くれました。また夕方には誕生日パーティーを開いてもらいました。本当に嬉しかったで

す。また日本の友人達も LINEをくれたり電話してくれたり、動画を作ってプレゼントして

くれました。日本の友人達の優しさに触れて、そこからしばらく日本シックになりました

笑。たにかく、フィンランドでも日本からも祝ってもらってとてもスペシャルな誕生日に

なりました。祝ってくださったみなさん、ありがとうございました。 

 また今までの月間報告書では言及したことがありませんでしたが、フィンランドに来て

すぐにたまたま図書館の前で出会ったフィンランド人親子がいました。その親子はとても

フレンドリーで親切で、月に二度ほど会って図書館に行ったりフィンランドのいろいろな

場所へ連れて行ってくれました。今月はサーカスを見たり動物園に行ったりしました。日

常の学校生活では留学生と関わる機会はあるものの、意外とフィンランド人学生と関われ

る機会はあまりありません。なのでこの親子との関わらせてもらうことで、「フィンランド」

を経験できました。感謝です。 

 ほかにも GSP のメンバーのお宅にお邪魔してフィンランドのスポーツを体験させてもら

ったりと、「フィンランド」を体験する一か月になりました。幸せでした。 

 六月はヨーロッパ一人旅に出かける予定です。安全に気を付けて行ってきます。七月は
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スウェーデンに行き、一か月間のサマースクールに参加します。スウェーデンでも頑張り

ます。 
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派遣留学プログラム月間報告書 

(報告期間：2017/6/2 ～6/30) 

                                               

もい！私のセイナヨキでの授業と実習は先月の報告書に書かせていただいた通り、六月一

日で終了しましたので、この報告書では旅行と少し留学全体のまとめを書きたいと思いま

す。 

 

 まずは旅行に関してです。オスロ、パリ、ザルツブルグ、ウィーンの四都市を 15 日かけて一

人で旅行してきました。完全に自分の行きたい都市をヘルシンキからオスロは飛行機、オスロか

らパリも飛行機、パリからザルツブルグ、ウィーンは電車で移動しました。初めての海外一人旅

ということで、出発前はとても不安に思うことがありましたが始まってみると楽しいことばかり

でした。一人でヨーロッパを旅行するうえで気をつけたことは、都市間の移動や観光は昼のうち

に済ませ夜は基本的に出歩かないということと、宿泊場所は安全重視ということです。また万が

一なにかが起きてもたとえ私が死んだとしても、捜査の手がかりになるかもしれないと思い、こ

まめに tweet してみたり、居場所を家族や彼氏にそれとなく line してみたり、と足跡を残すこ

とも多少気にかけていました。効果があるのかはわかりませんが。宿泊施設は安価なホステルや

ドミトリーを選びましたが、男女共用の部屋が多く女性専用の部屋がある場所で、なおかつ立地

や値段も納得のいく宿を見つけるのに苦戦しました。ドミトリーやホステルを利用するうえで気

をつけてほしいことは、女性専用と書いていないところは基本的に男女共用だということです。 

 楽しいことはたくさんあって書き出すときりがないので、旅行中に起きたハプニングや困った

ことについて書きたいと思います。これからヨーロッパで旅行を計画されている方にこういうこ

とがあるかもしれない、という参考になればいいなと思います。 

①約束を忘れられ宿に入れない in Paris 

 パリでアパルトマン（ホステルのような宿泊施設）に到着したときに 30 分以上待っても約束

の時間に大家さんが現れずアパルトマンに入れませんでした。しかしスマホも Wi－Fi がないと

使えない状態だったので連絡も取れず、不安な 30 分でした。30 分経っても現れなかったため、

Wi－Fi が使える駅に戻り連絡を取ったところ、すっかり約束のことを忘れていたとのことでし

た。それからまたアパルトマンに戻り無事部屋に入ることができました。 

②テロに遭遇 in Paris 

 これは本当に笑えない話なのですが、テロ発生から 30 分もしないうちにテロ発生現場に行っ

てしまいました。凱旋門からコンコルド広場に向かってシャンゼリゼ通りを一人で歩いていまし

た。コンコルド広場を目前にしたところで周囲が騒がしくなり、パトカーが何台も集まってきて

いて、コンコルド広場前にはテープが張られ中に入れないことに気が付きました。最近、ヨーロ

ッパでは頻繁にテロが発生しているので、テロかもしれないと思いその場を離れましたが、テロ



A4-2 
 

ver.1 
 

が起きてすぐの現場では事故なのか、テロなのか何が起きたのかはわかりません。テロが起きて

もその場ではテロだとすぐにわからないことが怖いなと思いました。私はその後、シャンゼリゼ

から離れたところを観光し、宿に戻ってテレビを見てそれがテロだったと分かりました。日本の

ヤフーニュースでも取り上げられていました。テロは身近であること現実であることを実感させ

られました。 

③予約した電車が存在しない in Munich 

 これはパリからザルツブルグに移動する電車の話です。ドイツのミュンヘンで乗り換えをしな

ければいけませんでした。事前に電車のチケットはネットで買っていたので、指定されていたホ

ームに向かったところ時間になっても予定の電車は来ないし、電光掲示板にもその電車の情報が

一つもありませんでした。そこで近くの駅員さんに英語で話しかけたところ、手でシッシッとし

て逃げられてしまいました。その対応にもびっくりしましたが、ドイツ語が話せないのでしょう

がないです。どうしようかな、と周りを見渡しているとドイツ人男性 2 人組が駅員さんとなに

やら言い争っているのを見つけました。もしかしてこの二人組も私と同じ電車のチケットを持っ

ているのでは？となんとなく思い、駅員さんとも話が終わるのを待ってからその二人組に英語で

話しかけました。するとその二人組は私と同じ状況であることが分かり、私たちが予約した電車

はどうやら存在しないらしい、ということを教えてくださいました。それでその二人組が駅員さ

んにどうしたらいいんだ！と訴えたところ、そのチケットで一時間後のザルツブルグ行きに乗れ

と言われた、とのことでした。ということで私も一時間後の別の電車に乗ってザルツブルグに行

きました。 

 以上が私の旅で起きた出来事です。テロについてはなんとコメントしていいかわかりませんが、

少し時間がずれていたら巻き込まれていた可能性もあったのかな、と思うと何事もなく宿に戻れ

たことは運が良かったとしか言えません。 

 楽しい話はここではなにも書いていませんが、とてもいい旅でした。一人で知らない国で旅行

ができたことは自信になりました。 

 

 セイナヨキ応用化学大学での留学生活について少し振り返ってみたいと思います。留学して良

かったと思うことは、フィンランドの福祉施設で実際に実習をさせてもらえたこと、持参した研

究計画書をもとに研究を進めることが出来たことです。想像以上にたくさんのことを学ばせてい

ただきました。教育、医療などを含むフィンランドの福祉のシステム、ケアの方法など、ありと

あらゆることは、日本のそれとは大きく異なっています。どちらの国の方がいいか、と考えるこ

とではなく、フィンランドのやり方を知ることで自分の視点、引き出しが増えたことが嬉しいで

す。しかしフィンランドの福祉を学ぶ上で、半年という期間は短いものでした。まだまだ見たか

ったところは多く残っています。勉強という意味では、まだフィンランドに残りたいという気持

ちが強いですが、海外での生活という意味では十分に満足しています。というのも、楽しいこと

がたくさんあった留学生活でしたが、外国で違う文化に囲まれて生活をすることは私にとって挑

戦でした。いつも心のどこかで緊張していたり、一人でなんでもしないといけないという不安を
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感じたりということがあり、修行のような気分でした。もちろんそれも含めてすべていい経験で

す。今は日本に帰ることが楽しみという気持ちと、フィンランドを恋しく思う二つの気持ちがあ

ります。今回の留学を通してフィンランドという国と関わりを持てたので、またいつでも自分の

好きなタイミングで自分の意思でフィンランドに戻って来れると思っています。なので六月でフ

ィンランドでの留学が終わったことに関して悔いはないです。本当にフィンランドが大好きにな

りました。  

 この五か月とても素敵で貴重な経験をさせてもらいました。この経験をいかに未来に活かすか

が今後重要になってくると思います。今は自分に何ができるのか、何がしたいのかを考えていま

す。 

 

  

 

 

 

 

 

 


